
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成28年度 平成29年度
平成30年度予

定
平成31年度予

定
平成32年度予

定
計

円 円 円 円 円 円

29,700,000 29,700,000

27,500,000 27,500,000

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　建設から12年が経過した平成28年7月下旬に、南面プール外側の上部の外壁タイルが広
範囲で剥落したことから、外壁タイルの全面打診調査を実施した結果、タイル浮きが全面
的に認められ、ひび割れ等の損傷を含めると合計27.86％の発生率でタイルの損傷が認め
られた。
　タイル浮き等の損傷は、経年劣化により進行・拡大することが予想され、また、連続し
た広範囲の浮きも多く認められることから、今後、落下災害に至る危険な状態であるとと
もに、このまま放置すると躯体への悪影響や漏水等の二次的な故障に進行していくものと
考えられる。
　本施設は、乳幼児から高齢者まで多世代の町民が広く利用する社会福祉施設であること
から、安全性を考慮し、外壁タイルをガルバリウム鋼板で覆う改修工事を行う。
　また、屋上のウレタン塗膜防水材が、経年劣化により損傷していることから、損傷がひ
どい部分を優先して改修することにより施設の延命化を図り、今後も軽度な補修での施設
維持が可能となる。
　町において、計画的な施設の維持管理を行うことにより、町民の健康づくり及び福祉
サービスの充実を図るとともに、福祉の増進を図ることを目的とする。

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（社会福祉施設：保健福祉総合センター外部改修工事）整
備事業

上富良野町長

北海道空知郡上富良野町大町２丁目８番４号　上富良野町保健福祉総合センター

　改修後の施設の維持管理について、日々の施設巡回点検において施設外の点検を行って
おり、今後も計画的に適正な維持管理を行っていく。

無

外部改修工事一式（外壁及び屋上防水の改修）

平成29年7月から平成29年12月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

　外壁をガルバリウム鋼板で覆う改修を行うことで施設の長寿命化が図られたとともに、
タイル剥落による落下災害等の危険を回避し、施設を利用する町民の安全が図られた。ま
た、屋上のウレタン塗膜防水材の損傷が激しい部分にウレタン補強を施しトップコートを
塗ることで、屋上ウレタン防水の長寿命化が図られた。
　改修後、定期的に施設を点検し、適正に維持されていることが確認できており、利用者
が安全かつ安定的に利用することが可能となった。
　この改修により、町民の健康づくり・福祉サービスの中核的施設として、福祉の増進が
図られた。
　地域住民への周知については、町広報誌及び工事看板に防衛省の「特定防衛施設周辺整
備調整交付金」を活用して行う事業であることを記載し周知したほか、工事後、町ＨＰに
掲載し周知を行った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成28年度 平成29年度
平成30年度

予定
平成31年度

予定
平成32年度

予定
計

円 円 円 円 円

10,044,000 10,044,000

9,200,000 9,200,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

東中分館屋根改修

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（東中分館屋根改修）整備事業

上富良野町

東中分館（空知郡上富良野町東８線北１８号）

　町の東中分館は、主に東中地区の住民会や老人会、ＰＴＡ等の団体に利用されており、各
種会議や自治活動、葬儀、軽スポーツ等の会場として使用していることから、本施設を引き
続き使用することは、本町住民の生涯学習及び地域の交流を図る上で不可欠なものである。
　しかし、４０年前に整備された施設は老朽化が進んでおり、前回の屋根塗装後２４年が経
過し、錆による穴を補修テープにより応急的に塞ぎながら使用している現状にあり、屋根改
修を要する状況にある。
　このため、本事業により屋根の改修を行い、施設利用者が今後も計画的に施設を利用でき
るよう整備する。

　今後も、東中分館利用者のニーズなどに応じ、計画的に整備事業を進める。

無

平成２９年７月～平成２９年９月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

円

事業費

交付金額

　本事業により屋根改修を実施し、現地点検の結果、現在問題なく利用していることを確認
している。
　また、計画的に利用することが可能となり、住民の生涯学習や地域の交流に資する環境の
整備が図られた。
　なお、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、町ホームページ及び広報誌へ
の掲載並びに工事看板に記載し、地域住民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成28年度 平成29年度
平成30年度予

定
平成31年度予

定
平成32年度予

定
計

円 円 円 円 円 円

16,740,000 16,740,000

15,000,000 15,000,000

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　本施設は、昭和４９年に旧老人身障者センターとして建設・設置され築４３年が経過し
ている。平成１７年より子どもセンターとなり、その間、平成２０年に一部改修工事を実
施したが、トイレ及び食育サロンの壁や床は建設当時のままとなっていて経年劣化が進ん
でいる。また、トイレは男子用トイレスペースの中に男児用便器があり、母子での使用に
不都合をきたしている。
　トイレ及び食育サロンを整備し利用者が快適に利用できるよう、また食育推進に活用
し、子育てする家庭の活動拠点として充実することを目的とする。

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（社会福祉施設：子どもセンター改修工事その２）整備事
業

上富良野町

上富良野町子どもセンター（北海道空知郡上富良野町大町３丁目２番２２号）

今後も、利用者が快適に利用できるように施設の環境を計画的に整備する。

無

トイレ及び食育サロン改修工事一式

平成２９年１２月～平成３０年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

　本事業実施後、職員及び利用者にアンケートを実施したところ、「親子で使いやすく
なった。」「明るく清潔感を感じられる。」等の回答を得られ、利用者が快適に利用でき
る環境の充実が図られたことを確認できた。
　また、地域住民への周知については、工事看板に防衛省の「特定防衛施設周辺整備調整
交付金」を活用して行う事業であることを記載したほか、工事後、町ホームページ及び広
報誌に掲載し周知を行った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助事 業の 始期 及び 終期

平成28年度 平成29年度
平成30年度

予定
平成31年度

予定
平成32年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

13,327,200 13,327,200

13,000,000 13,000,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

【医療機器購入】
オートクレーブ(高圧蒸気滅菌装置)　１式、昇降浴槽　１式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（医療施設：医療機器購入）整備事業

上富良野町

上富良野町立病院（空知郡上富良野町大町３丁目２番１５号）

　本病院は、普通診療及び救急医療に対応する医療機関として必要な医療機器整備を図り、
町民の健康維持と予防・指導に力を入れて、疾病の早期発見・治療を始め医療情報の提供等
的確な医療を目指している。
　しかしながら、多くの機器が耐用年数を過ぎ老朽化が進んでおり、整備が必要な状況であ
る。
　このため、本事業で機器の更新を行い、町民の疾病の早期発見と治療の充実を図るととも
に、健康の推進を図るために良質で安定的な医療環境を改善する。

無

平成２９年１２月～平成３０年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

交付金額

　本事業の実施に伴い、医師・看護師等への聞き取り調査を行った結果、「故障の心配がな
くなり安心して滅菌処理が行えるようになった。」「入浴介助を無理のない姿勢で行うこと
ができるようになった。」との評価が得られるなど、医療環境の改善が図られた。
　なお、本機器が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下に記載し、本
事業に係る地域住民への周知を図った。
 ・備品本体への表示
 ・院内にポスターを掲示
 ・町ホームページに掲載

　今後も医療機器の現状を把握し適正な管理を行っていくとともに、患者のニーズ及び医
師・看護師等の意見を踏まえ計画的に事業を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成28年度 平成29年度
平成30年度

予定
平成31年度

予定
平成32年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

4,384,800 4,384,800

4,000,000 4,000,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域 住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

多目的室机・椅子ほか物品の購入

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設(教育文化施設：上富良野中学校教育用物品購入)整備事
業

上富良野町

上富良野中学校（上富良野町旭町１丁目１番５号）

　本校においては、改修・改築工事が実施され本年度完成する。これを契機に、経年劣
化が著しく使用性が低下し、生徒の学習活動及び学校運営に支障をきたしている物品を
整備し、学習活動の向上及び円滑な学校運営に資する環境の充実を図る。

無

平成２９年１２月～平成３０年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業において多目的室机・椅子等の物品を整備することで安心して学べる学校環境
が整備された。生徒にアンケートを実施したところ、多くの生徒から満足であるとの回
答が得られ、学習環境が向上されたことを確認できた。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを本体へ表記するとともに、
学校玄関への掲示、町広報紙および市ホームページへの掲載により町民に周知を図っ
た。

今後とも、学習環境の維持・向上を図るために必要な事業を計画的に実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助事 業の 始期 及び 終期

平成28年度 平成29年度
平成30年度

予定
平成31年度

予定
平成32年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

18,593,280 18,593,280

17,900,000 17,900,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

【医療機器購入】
食器消毒保管庫　1台　　内視鏡システム等　１式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（医療施設：医療機器購入その２）整備事業

上富良野町

上富良野町立病院（空知郡上富良野町大町３丁目２番１５号）

　本病院は、普通診療及び救急医療に対応する医療機関として必要な医療機器整備を図り、
町民の健康維持と予防・指導に力を入れて、疾病の早期発見・治療を始め医療情報の提供等
的確な医療を目指している。
　しかしながら、多くの機器が耐用年数を過ぎ老朽化が進んでおり、整備が必要な状況であ
る。
　このため、本事業で機器の更新を行い、町民の疾病の早期発見と治療の充実を図るととも
に、健康の推進を図るために良質で安定的な医療環境を改善する。

無

平成３０年１月～平成３０年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

交付金額

　本事業の実施に伴い、医師・看護師等への聞き取り調査を行った結果、「更新により、不
安定だった保管庫内の温度が一定となり、安心して使用できるようになった。」「内視鏡シ
ステムの導入により、画像がハイビジョンとなり画質が向上し診断がより正確に行えるよう
になった。」との評価が得られるなど、医療環境の改善が図られた。
　なお、本機器が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下に記載し、本
事業に係る地域住民への周知を図った。
 ・備品本体への表示
 ・院内にポスターを掲示
 ・町ホームページに掲載

　今後も医療機器の現状を把握し適正な管理を行っていくとともに、患者のニーズ及び医
師・看護師等の意見を踏まえ計画的に事業を実施する。



上富良野町

上富良野消防庁舎（空知郡上富良野町大町２丁目２番４６号）

平成３０年１月～平成３０年３月

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

予定 予定 予定

円 円 円 円 円

0 4,914,000 0 0 0

円 円 円 円 円

0 4,824,000 0 0 0

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（消防に関する施設：消防活動用資器材購入）整備事業補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

　各種事故、災害において現有の資器材では救助救出に時間がかかっており、また、長年の資
器材の使用によって老朽化が進み、消防隊員の安全を確保するのに支障をきたしている現状で
ある。
　上記の現状を改善するためには各種資器材を整備することが必要であり、火災や事故発生時
及び不測の大規模災害発生時における地域住民の不安の軽減や隊員の安全管理の改善を図るこ
とを目標とする。

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

消防活動用資器材　一式補 助 事 業 の 内 容

計

円

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事 業 費 4,914,000

円

交付金額 4,824,000

　本事業によって、消防活動用資器材を整備したことで、火災や事故発生時及び不測の大規模
災害発生時における地域住民の不安の軽減や隊員の安全確保の改善を図ることができた。ま
た、隊員にアンケートを実施し、資器材を問題なく使用できていることを確認した。
　地域住民への周知については、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを資器材に
記載するとともに、町広報誌へ掲載することにより行った。

補助事業の成果及び評価並びに地
域 住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

無

　今後についても、計画的に資器材の更新を行い、複雑多様化する救助事案に対応するため更
なる救助資機材等を装備し、事故や災害発生時に対応できるよう消防活動体制の充実強化を図
る。

事業の改善措置及び今後の対応



継 続 事 業 名

補 助 事 業 者 名

事 業 主 体

実 施 場 所

継 続 事 業 の 目 的

継 続 事 業 の 内 容

継 続 事 業 の 始 期 及 び 終 期

基 金 の 造 成 及 び 処 分 交付金 市町村費等 その他 運用益 計

円 円 円 円 円 円 円

75,429,000 0 84,579 75,513,579

継 続 事 業 の 成 果 及 び 評 価

継続事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

上富良野町　車両センター（上富良野町大町２丁目２番１１号）

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（交通施設：町道維持管理作業用車輌等）整備事業

上富良野町

上富良野町

　本事業の実施により、安定した町道の維持管理体制が整えられ、市民生活の安全性を確保すること
ができた。
　地域住民への周知については、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを車両本体へ標記
するとともに、町広報誌及び町ホームページへ掲載することにより行った。

　現在保有している維持管理作業用車輌は、購入後２０年以上経過しており、老朽化により修繕等が
増え作業に支障をきたしている。また、部品調達等も困難になっていることから、本事業を実施し車
両を更新することにより、町道管理を効率的に行い交通障害等を軽減するとともに、災害時における
早期復旧の促進を図る。

除雪トラック　２台

平成２７年度～平成２９年度

継 続 事 業 に 要 し た 経 費 の
総 額 及 び 交 付 金 充 当 額

継続事業に要した経費の総額 交付金充当額

83,808,000円 75,429,000

基金造成額（Ａ） 基　金
処分額
（Ｂ）

基　金
残　額

(Ａ)-(Ｂ)

75,513,579 0

無


